第４学年○組道徳学習指導案
平成２３年１１月２４日（木曜）第５時限

指導者　○　○　○　○
１　　主題名　わすれ物　１－（４）　正直・誠実
２　　資料名　わすれ物　（出典　「明るい心」）
３　　主題設定の理由

（１）　ねらいとする価値について

　　　　　私たちは、集団生活の中で、自分や他人に対して正直に行動しようと思って過ごしている。しかし、つい自分自身の心に嘘をついてしまったり、他人に対してごまかした態度をとってしまったりする場合がある。そのような時、自分の心に正直になるべきか、ごまかし通すかで迷う。その迷いは、自分の弱い心から生じる。快適で明るい生活を送るためには、自分の弱い心に打ち勝ち、正直に行動することが大切である。
　　（２）　児童の実態について

　　　　　本学級の児童の中には、授業の用具や宿題を忘れていても、正直に言い出すことができず、知らん顔をしてその時間を過ごそうとしている児童がいる。また、友達とけんかをしたときには、自分が友達にされたことばかりを訴え、自分が友達にしたことは正直に話さず、言い訳をしたり、ごまかしたりすることもある。このように、自分の失敗をなかなか素直に認められない傾向が、しばしばある。それは、自分が有利な立場になりたいとか、叱責を受けることから回避したいとかいう思いからであると考える。
　　　　　こうしたことから、快適で明るい学校生活を送るためには、自分の失敗を素直に受け止め、自分を偽らず、正直に生きようとすることが大切であると気付かせたい。また、自分に嘘をつく行為は、自分自身が後ろめたい気持ちになるだけではなく、時に周囲の人を巻き込み迷惑を掛けることがある。そのため、周囲の人の気持ちにも目を向けて考えさせたい。
　　（３）　資料について

　　　　　本資料は、主人公「ぼく」が、絶対に忘れてはいけないと先生に念を押されていた分度器を、うっかり忘れてしまう。分度器を忘れてしまったことを軽く考えていた「ぼく」は、先生に正直に忘れたことを言わず、隣の席の秋子に借りることで、ごまかすことを考える。その行動は後に、秋子に、迷惑を掛けてしまうことになる。そこで「ぼく」は本当のことを正直に話すか、ごまかし続けるのかで葛藤する。この資料を通して、「ぼく」の葛藤する気持ちと自分の気持ちを重ね合わせながら、正直に行動することの大切さに気付かせたい。
４　本時のねらい

　　　自分を偽らないで、正直に行動しようとする心情を育てる。

５　準備

　（教）資料、場面絵、提示カード、ワークシート

　（児）赤白帽子
－３－
６　本時の展開

	
	学習活動
	主な発問と予測される子どもの反応
	指導上の留意点

	導入５分
	１　自分が失敗をしてしまったことに対して、嘘をついたときやごまかしたときのことを想起し、発表する。
	△　正直に言えなかったときは、どのようなときでしたか。
　・　忘れ物をして、先生に怒られると思ったとき。
　・　友達とけんかをしたときに、怒られるのがいやで、自分がやったことをごまかした。
	・　今まで体験したことを基に想起させる。


	展開　35分

	２　資料を読み、主人公の気持ちや行動について考え、話し合う。

（１）　忘れ物をしたとき「ぼく」はどのような気持ちだったかを考える。
　・　自分の考えを発表する。
（２）　秋子さんに「分度器を貸して。」と言ったときの「ぼく」の気持ちを考える。
　　　・　自分の考えを発表する。
（３）　秋子さんが先生に叱られているときの「ぼく」の気持ちを考える。

　　・　自分の考えを発表する。
（４）この後の「ぼく」の行動について考える。
　　・　自分の考えをもとに赤白帽子をかぶり、意思表示をする。

　　　白　正直に言う
　　　赤　正直に言わない
（５）白　正直に言う
　　　赤　正直に言わないを選んだ理由を考える。
・　ワークシートに正直に言うか言わないか、選んだ理由を書く。
・　自分の考えを発表し、話し合う。
	△　忘れ物をしたとき、「ぼく」は、どんな気持ちだったでしょう。
　・　どうしよう。
　・　他にも忘れ物をしている人、いないかな。
　・　先生に叱られる。
　・　先生に気付かれないかな。
△　秋子さんに「分度器をかしてくれないかな。」と言ったとき「ぼく」はどんな気持ちだったでしょう。
　・　これで大丈夫。
　・　うまく逃げ切れるかな。
・　 秋子さん、先生に言わないかな。
　・　ばれたら、どうしよう。
△　秋子さんが先生に叱られているとき、「ぼく」はどんな気持ちだったでしょう。
　・　秋子さんが言ったらどうしよう。

　・　本当のことを言ったほうがいいかな。
　・　まずいな。
　・　秋子さんに迷惑をかけているし、正直に言おう。
　・　だまっていてほしいな。

△　この後、自分が「ぼく」だったら、どういう行動をとりますか。
　
▲　みなさんが、白、赤をえらんだのはなぜですか。
白　正直に言う
・　ぼくが忘れたのだから正直に言おう。
・　秋子さんを傷付けてしまったから言おう。

・　もやもやしたままだから正直に言ってしまおう。
・　すっきりしたい。
・　秋子さんがかわいそう。
・　もう、隠し通せない。
赤　正直に言わない
・　叱られるのがいやだからだまっておこう。

・　きっと、うまくいく。

　　　・　秋子さんが言わないなら大丈夫。
　　　・　何とかなるだろう。

　　　・　先生は、ぼくが忘れてることに気付かないだろう。
	・　教師が、資料を読みながら、話に合わせて場面絵をはる。
・　忘れ物をしない自信があった「ぼく」が、念をおされていた分度器を忘れてしまって、窮地に立たされている気持ちをおさえる。
・　窮地を逃れるために、ごまかすことを思いついた「ぼく」の気持ちを考えさせる。
・　秋子さんに「正直に言ったほうがいいんじゃないの。」と言われたのにも関わらず、ごまかすことを決心したことも踏まえさせる。
・　「心ぞうがとびだしそうになった」ことや「秋子さんが何も言わない」ことで「ぼく」はどのような気持ちでいたかを考えさせる。

・　これまでの経過を踏まえて、「ぼく」はどのような行動をするのかを考えることで、価値に迫らせたい。
・　白か赤か選べない児童には帽子をかぶらなくても良いことを指示する。
・　理由が書けない児童には、友達の意見を参考に書くように指示する。
・　帽子をかぶらない児童に　　も理由を書くように指示をする。
・　友達の意見を聞いて、自由に赤白帽子を変えてよいことを伝える。
・　児童たちの気持ちが揺れ動くようなゆさぶり発問を入れて、考えを深めさせる。

・　白が多ければ、「叱られるけれど、いいの。」「何とか問題がやれているからいいじゃない。」などの発問をする。

・　赤が多ければ、「秋子さんが先生にしかられているけれど、このままでいいの。」「うまくいっているのかな」などの発問をする。

	終末
５分
	３　これまでの自分を振り返り、これからの生活について考える。
　・　ワークシートに書く。

　・　発表する。
	△　これまでの自分を振り返って、今後どのように過ごしていきたいと思いますか。
	・　今後の生活に生かせるように、振り返りをさせる。


－５－
７　板書計画


－６－
－４－





白


正直に言う





この後、「ぼく」はどうしたでしょう。





ぼくが、秋子さんに「分度器をかして」といったとき





場面絵②





秋子さんが先生にしかられているのを見たとき





場面絵①





「ぼく」がわすれ物をしてしまったとき





正直に言えなかったとき…





　わすれ物








　・　おこられると思って、かくし通した。


　・　自分が悪いことをしたのに、ごまかした。








　・　先生に叱られる。


　・　なんとかしなきゃ。


　・　やばい。　　　・　ばれないようにしないと。








　　　　　・　これで大丈夫。


　　　　　・　ばれたら、どうしよう。


　　　　　・　秋子さん、先生にいわないかな。　　











　　　　　・　悪いことをしたな。


　　　　　・　秋子さんにめいわくをかけたな。


　　　　　・　まずいな。


　　　　　・　本当のことがばれたらどうしよう


　　　　　・　正直に話したほうがいいかな。





赤


正直に言わないう








